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健康野菜「藤三七」の未利用葉を有効活用した新商品の開発及び販路の開拓

東京シティ青果(株)

販売ルート・ブランド化

【連携参加者】

健康食品市場

【代表者】

連携体

市場からの出荷量の増加要請に対し生産を拡大した場合、生鮮規格に合わない
未利用葉（80％）の活用が課題。未利用葉の加工について研究を重ねた結果、生葉
の適正管理とフリーズドライ法が効果的であることが判明した。販路については、生
鮮葉を取り扱ってきた東京シティ青果(株)が加工品についても健康食品原料として
販路開拓を行う。

連携による効果

代表企業等の連絡先

農林漁業者 ５年で６，０７５万円の売上高増、作付面積を２０ａから１．５ｈａへ拡張

中小企業者 ５年で２億円の売上高増、雇用の拡大

企 業 等 名 ：
Ｔ Ｅ Ｌ ：
E - m a i l ：

株式会社環境企画設計機構
096-285-3172
sekkei.kikou@aqua.nifty.jp 

所 在 地 ：
Ｆ Ａ Ｘ ：

熊本県熊本市長嶺南５－１－２１
096-365-7119

連携参加者 東京シティ青果(株)（飲食料品卸売業）、(株)藤井養蜂場（食料品製造業）

農林漁業者 青木農園 （農業）

中小企業者 (株)環境企画設計機構 （飲食料品卸売業）

サポート機関等 地域活性化支援事務局

銅、亜鉛、ＭＧ等を豊富に含む健康野菜の未利用葉を粉末加工し、健康食品原料として商品化、販路開拓を行う。

両者は、有用成分を多く含む健康野菜として、築地市場の青果卸売業者と連携し
て藤三七のブランド化に取り組んできた。生鮮野菜として出荷できるのは、肉厚で定
形なものに限られていたため、生鮮規格に合わない未利用葉の有効活用を図るた
めの研究を連携参加者とともに行った結果、未利用葉を粉末化（フリーズドライ法）し、
健康食品の原料として商品化するに至った。

連携の経緯

有機肥料を用いた肉厚な藤三七の生産栽培技術を持っている。生産規模拡大に併せ未利用葉の商品化に取り組む。

未利用葉を粉末化した新製品を開発、有用成分を含む健康食品原料として、健康食品市場へ販路開拓する。

(株)環境企画設計機構と連携して有用成分に着目した藤三七のブランド化に取り組む。生鮮葉、粉末新製品の販売を担当す
る。

未利用葉の商品化により、高い収益性が期待される。

有用成分を含んだ粉末新製品を開発、健康食品原料として市場開拓が期待される。

連携に当たっての課題や工夫等

(株)藤井養蜂場

粉末製品研究開発技術

販売ルート、有機肥料製造、
粉末製品開発研究

(株)環境企画設計機構

粉末製品の開発・販売

藤三七栽培技術、
有機栽培技術、肉厚葉生産

青木農園

有機栽培

【共同申請者】

①規格外や低未利用品の有効活用


